
常と

き

わ磐
津づ

節ぶ
し

は
お
も
し
ろ
い

伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る
・
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

V
ol.6

日
　時
　
平
成
22
年
12
月
15
日
（
水
）

主
　催
　
京
都
和
文
華
の
会

共
　催
　
真
如
苑

協
　力
　
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
社
団
法
人 

京
都
デ
ザ
イ
ン
協
会

　
　
　
　
N
P
O
法
人 

京
都
文
化
企
画
室 　

　
　
　

　
　
　
　
N
P
O
法
人 

檜
の
会

午
後
６
時
30
分
開
演

会
　場
　
京
都
府
立
文
化
芸
術
会
館

　
　
　

�ロ�ラム_06.indd   1 10.12.7   5:07:26 PM



2

ご
挨
拶

G
R

E
E

T
IN

G

プ
ロ
グ
ラ
ム

P
R

O
G

R
A

M

　
本
日
は
ご
来
場
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
伝
統
音
楽
を
継
承
し
て
い
く
た
め
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
そ
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
「
日
本
の
伝
統
音
楽
を
探
る
　
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」
も
第
５
回
の
節
目
を
越
え
て
第
６
回
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
皆
様

方
始
め
多
く
の
関
係
者
と
、
主
旨
に
賛
同
い
た
だ
い
き
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
ご
共
催
を
い

た
だ
い
て
き
ま
し
た
真
如
苑
の
、
ご
支
持
ご
支
援
の
お
陰
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
義
太
夫
節
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
回
は
同
じ
浄
瑠
璃
の

分
野
か
ら
常
磐
津
節
を
取
上
げ
ま
し
た
。
今
回
の
構
成
・
解
説
を
担
当
い
た
だ
き
ま
す
竹
内

有
一
先
生
の
解
説
に
詳
し
い
の
で
す
が
、
常
磐
津
節
は
江
戸
歌
舞
伎
と
と
も
に
発
展
し
て
き

た
芸
能
で
江
戸
固
有
の
も
の
と
の
印
象
が
強
い
の
で
す
が
、
京
都
と
縁
の
深
い
芸
能
で
す
。

そ
し
て
現
在
で
は
関
西
の
常
磐
津
界
は
東
京
と
並
び
大
き
な
力
を
お
持
ち
で
す
。
今
回
は
、

お
話
を
い
た
だ
く
人
間
国
宝
の
常
磐
津
一
巴
太
夫
さ
ん
を
始
め
関
西
の
第
一
級
の
演
奏
家
の

方
々
に
ご
協
力
を
い
だ
き
、
ま
た
構
成
に
も
工
夫
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は

ご
満
足
い
た
だ
け
る
舞
台
と
な
る
こ
と
を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
ち
ら
し
等
で
も
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
が
こ
の
11
月
か
ら
、
CS
ス
カ
パ
ー
！
歌

舞
伎
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
お
き
ま
し
て
、
当
会
の
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
う
ち
「
う
た
も
の
」

の
４
公
演
を
取
上
げ
て
順
次
放
映
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
伝
統
音
楽

の
魅
力
を
し
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
当
会
の
主
旨
か
ら
し
て
喜
ば
し
い
こ
と
と
ご
報
告
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ど
う
か
、
様
々
な
場
で
伝
統
文
化
が
盛
ん
に
な
っ
て
ま
い
り
、
多
く
の
方
が
そ
の
良
さ
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
時
代
と
な
り
ま
す
よ
う
、
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
間
も
な
く
開
演
で
す
。
ど
う
ぞ
、
最
後
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

京
都
和
文
華
の
会

　
　
　
代
表
　
早
川
聞
多

Ⅰ
・
常
磐
津
節
に
つ
い
て

　	

竹
内

　有
一

Ⅱ
・
演
奏
１	

『
子
宝
三
番
叟
』

　
　
　
　浄
瑠
璃	

常
磐
津	

一
佐
太
夫

	

常
磐
津	

都
代
太
夫

	

常
磐
津	

三
代
太
夫

　
　
　
　三
味
線	

常
磐
津	

都
歖
蔵

	

常
磐
津	

都
史

　
　
　
　上
調
子	

常
磐
津	

三
之
祐

Ⅲ
・
常
磐
津
節
の
伝
承
と
魅
力

　
　鼎
談	

常
磐
津	

一
巴
太
夫

	

権
藤

　芳
一

	

竹
内

　有
一

　
　
　
　演
奏	

常
磐
津	

都
代
太
夫

	

常
磐
津	

三
代
太
夫

	

常
磐
津	

都
史

	

常
磐
津	

三
之
祐

　
　休
　憩

Ⅳ
・
演
奏
２	

『
戻
橋
』

　
　
　
　浄
瑠
璃	

常
磐
津	

一
佐
太
夫

	

常
磐
津	

都
代
太
夫

	

常
磐
津	

三
代
太
夫

　
　
　
　三
味
線	

常
磐
津	

都
歖
蔵

	

常
磐
津	

都
史

　
　
　
　上
調
子	

常
磐
津	

三
之
祐

　司
会	

南
端

　玲
子

出
演
者
紹
介

演 

奏
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昭
和
17
年
京
都
市
中
京
区
先
斗
町
に
生
れ
る
。
昭
和
25
年
（
１
９
５
０
）

二
世
常
磐
津
理
喜
蔵
（
初
代
豊
後
半
中
）
に
師
事
。
同
年
12
月
、
乗
合

船
の
上
調
子
、
大
黒
の
浄
瑠
璃
で
初
舞
台
。
昭
和
30
年
（
１
９
５
５
）

半
四
郎
の
名
を
許
さ
れ
恩
師
の
研
究
会
に
毎
年
出
演
。
昭
和
48
年

（
１
９
７
３
）
四
世
家
元
宮
薗
千
之
、
千
愛
に
宮
薗
節
を
師
事
、
千
之
会

出
演
。
昭
和
49
年
千
宗
太
夫
を
許
さ
れ
る
。
昭
和
53
年
（
１
９
７
８
）

四
世
常
磐
津
文
字
兵
衛
に
師
事
。
昭
和
54
年
（
１
９
７
９
）
八
世
家
元

文
字
太
夫
師
よ
り
、
常
磐
津
一
佐
太
夫
の
名
を
許
さ
れ
る
。
平
成
元
年

（
１
９
８
９
）
先
斗
町
芸
妓
組
合
（
鴨
川
学
園
）
そ
の
他
で
指
導
。
新
橋

演
舞
場
（
市
川
海
老
蔵
丈
歌
舞
伎
で
立
語
り
）
国
立
大
劇
場
、文
楽
劇
場
、

松
竹
座
、
歌
舞
伎
座
、
南
座
等
、
主
要
劇
場
に
出
演
。
平
成
17
年

（
２
０
０
５
）
重
要
無
形
文
化
財
常
磐
津
節
保
持
者
認
定
。
国
指
定
重
要

無
形
文
化
保
存
会
（
常
磐
津
節
）
保
存
会
員
。
常
磐
津
協
会
、
関
西
常

磐
津
協
会
正
会
員
。

祖
父
母
、
父
母
、
叔
父
達
、
叔
母
、
す
べ
て
常
磐
津
一筋
と
い
う
環
境
で
生

ま
れ
育
つ
。
昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）
５
才
で
初
舞
台
、
昭
和
30
年
先
代

家
元
よ
り
常
磐
津
都
歖
太
夫
を
許
さ
れ
る
。
昭
和
36
年
（
１
９
６
１
）
三

味
線
方
に
転
向
、
常
磐
津
都
歖
蔵
と
改
名
。
人
間
国
宝
、
常
磐
津
菊
三
郎

師
に
師
事
。
東
京
歌
舞
伎
座
ほ
か
、
歌
舞
伎
公
演
に
出
演
。
祖
母
が
昭
和

３
年
に
創
立
し
た
常
磐
津
都
会
を
父
よ
り
継
承
、
毎
年
休
み
な
く
開
催
、

本
年
で
83
年
目
と
な
る
。
常
磐
津
都
歖
蔵
研
究
会
を
昭
和
58
年
よ
り
先
代

家
元
を
は
じ
め
大
先
輩
を
迎
え
開
催
す
る
。
ま
た
芝
居
絵
の
「
出
語
り
図
」

を
蒐
集
、
学
術
面
で
も
研
究
を
重
ね
る
。
相
愛
大
学
、
立
命
館
大
学
、
京

都
造
形
芸
術
大
学
に
非
常
勤
講
師
。
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
（
常
磐

津
節
）
保
存
会
理
事
。
社
団
法
人
関
西
常
磐
津
協
会
常
務
理
事
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

技
能
者
育
成
会
第
17
期
卒
業
。

三
才
よ
り
父
、
常
磐
津
都
歖
蔵
に
稽
古
を
受
け
、
同
年
初
舞
台
。
平
成
２

年
（
１
９
９
０
）、
十
六
代
家
元
、
常
磐
津
文
字
太
夫
よ
り
常
磐
津
都
史
を

許
さ
れ
る
。
平
成
６
年
（
１
９
９
４
）
団
菊
祭
（
歌
舞
伎
座
）
に
て
歌
舞

伎
初
出
勤
、
同
年
門
弟
の
稽
古
を
始
め
る
。
平
成
21
年
（
２
０
０
９
）「
第

一回
常
磐
津
都
史
リ
サ
イ
タ
ル
」
開
催
、
平
成
22
年
（
２
０
１
０
）
京
都
市

芸
術
新
人
賞
受
賞
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
邦
楽
技
能
者
育
成
会
47
期
卒
業
。
東
京
・
関

西
を
拠
点
に
活
動
す
る
。
現
在
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
。

昭
和
59
年
（
１
９
８
４
）
７
月
10
日
、
大
阪
府
柏
原
市
に
生
ま
れ
る
。
平

成
13
年
（
２
０
０
１
）
大
阪
市
立
扇
町
高
等
学
校
（
現
・
咲
く
や
こ
の
花

高
等
学
校
）
在
学
中
に
四
代
目
常
磐
津
三
蔵
に
師
事
。
平
成
14
年

（
２
０
０
３
）
十
七
代
目
家
元
常
磐
津
文
字
太
夫
よ
り
常
磐
津
三
之
祐
を
許

さ
れ
る
。
同
年
、
初
舞
台
。

常と
き
わ磐

津づ 
一か
ず

佐さ

太た

夫ゆ
う

常と
き
わ磐

津づ 

都と

き歖
蔵ぞ
う

昭
和
49
年
（
１
９
７
４
）
六
才
で
都
歖
蔵
師
へ
入
門
。
昭
和
57
年
８
月

三
味
線
方
「
都
代
吉
」
を
家
元
よ
り
許
さ
れ
る
。
翌
年
３
月
舞
踊
会
初

舞
台
、
昭
和
60
年
（
１
９
８
５
）
４
月
十
二
代
市
川
團
十
郎
襲
名
披
露

興
行
に
て
歌
舞
伎
初
舞
台
を
勤
め
る
。
平
成
元
年
浄
瑠
璃
方
へ
転
向「
都

代
太
夫
」
に
改
名
、
そ
の
頃
よ
り
一
佐
太
夫
へ
も
師
事
。
平
成
５
年

（
１
９
９
３
）
舞
踊
家
の
母
と
共
に
「
た
ば
ね
会
」
を
主
催
。
常
磐
津
た

ば
ね
会
主
宰
。
現
在
両
師
に
師
事
の
元
、
歌
舞
伎
、
日
本
舞
踊
等
の
舞

台
に
出
演
。

常と
き
わ磐

津づ 

都と

よ

た
代
太
夫ゆ
う

常と
き
わ磐
津づ 

都と

し史

昭
和
48
年
（
１
９
７
３
）
大
阪
生
ま
れ
。
昭
和
51
年
父
、
三
都
雄
（
現
・

三
蔵
）
よ
り
手
ほ
ど
き
を
受
け
、「
奴
凧
」
で
初
舞
台
。
平
成
元
年

（
１
９
８
９
）
家
元
よ
り
芸
名
「
三
代
太
夫
」
を
許
さ
れ
る
。
平
成
２
年

歌
舞
伎
座
市
川
猿
之
助
公
演
に
て
「
蜘
蛛
の
糸
」
で
歌
舞
伎
初
舞
台
。

平
成
４
年
大
阪
芸
術
大
学
演
奏
学
科
邦
楽
コ
ー
ス
入
学
。
長
唄
を
専
攻
。

平
成
17
年
（
２
０
０
５
）
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
「
全
米
さ
く
ら
ま
つ
り
」

に
て
舞
踊
公
演
。
現
在
、
太
夫
方
と
し
て
、
舞
踊
会
や
歌
舞
伎
公
演
の

伴
奏
、
関
西
常
磐
津
協
会
公
演
会
等
に
出
演
。

常と
き
わ磐

津づ 

三み

よ

た
代
太
夫ゆ
う

常と
き
わ磐

津づ 

三さ
ん

之の

祐す
け

　
■
　
浄
瑠
璃

　
■
　
三
味
線

　
■
　
上
調
子

出
演
者
紹
介

演 

奏
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常
磐
津
節
に
つ
い
て

　
常
磐
津
節
は
、
浄
瑠
璃
の
一
種
目
で
す
。

　
浄
瑠
璃
と
い
う
と
、
人
形
芝
居
や
歌
舞
伎
で
耳

に
す
る
機
会
の
多
い
、
義
太
夫
節
が
有
名
で
す
。

義
太
夫
節
が
大
坂
で
育
ま
れ
、
上
方
・
大
阪
を
代

表
す
る
浄
瑠
璃
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
常
磐
津
節

は
江
戸
の
人
々
に
よ
っ
て
育
ま
れ
、
江
戸
・
東
京

を
代
表
す
る
浄
瑠
璃
の
一
つ
と
し
て
、
二
六
〇
余

年
に
わ
た
っ
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

江
戸
歌
舞
伎
の
舞
踊
と
音
楽

　
常
磐
津
節
を
育
ん
だ
場
は
、
江
戸
歌
舞
伎
で

し
た
。
中
村
座
・
市
村
座
な
ど
、
江
戸
三
座
と
呼

ば
れ
る
官
許
の
大
劇
場
で
興
行
さ
れ
た
歌
舞
伎

は
、
今
日
の
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
よ
う
に
、

老
若
男
女
問
わ
ず
、
人
々
の
熱
い
関
心
と
話
題
の

中
心
に
あ
り
ま
し
た
。

　
江
戸
歌
舞
伎
の
演
目
の
中
で
も
っ
と
も
人
気
が

高
か
っ
た
の
は
、
座
頭
級
の
役
者
が
最
後
の
幕
で

演
じ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
、
舞
踊
仕
立
て
の
芝
居

や
変
化
舞
踊
（
所
作
事
）
で
す
。
役
者
・
狂
言
作

者
・
地じ

方か
た
（
作
曲
・
演
奏
者
）
が
協
力
し
あ
い
、

魅
力
的
な
舞
踊
曲
を
作
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
心
的
な
音
楽
は
長
唄
で
し
た
が
、
各
種

の
浄
瑠
璃
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
豪
快

な
内
容
の
演
目
に
は
豪
快
な
語
り
口
の
浄
瑠
璃

を
、
繊
細
な
内
容
の
演
目
に
は
繊
細
な
表
現
に
長

け
た
浄
瑠
璃
を
、
適
宜
使
い
分
け
ま
し
た
。

京
都
か
ら
江
戸
へ

　
一
八
世
紀
前
半
の
江
戸
三
座
で
は
、江
戸
節（
半

太
夫
節
・
河
東
節
）・
大
薩
摩
節
・
一
中
節
・
宮

古
路
節
（
豊
後
節
）
な
ど
の
浄
瑠
璃
が
歌
舞
伎
を

彩
っ
て
い
ま
し
た
。

　
京
都
で
生
ま
れ
た
一
中
節
と
宮
古
路
節
は
、
世

話
も
の
（
現
代
劇
）
の
心
中
な
ど
道
行
の
場
面
の

描
写
を
得
意
と
し
、
そ
の
流
行
に
伴
い
江
戸
に
進

出
し
ま
し
た
。
義
太
夫
節
を
〈
剛
〉
と
す
れ
ば
、

一
中
節
・
宮
古
路
節
は
、〈
柔
〉
の
浄
瑠
璃
と
い

え
ま
し
ょ
う
。

　
江
戸
の
人
々
は
、
一
中
節
や
宮
古
路
節
の
描
き

出
す
、
男
女
の
人
情
の
機
微
に
触
れ
、
そ
の
情
緒

豊
か
な
語
り
口
と
節
付
け
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
、
宮
古
路
節
の
宮
古
路
豊
後
掾
と
そ
の
高

弟
宮
古
路
文
字
太
夫
の
影
響
は
絶
大
で
し
た
。
彼

ら
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン（
髪
型
や
服
装
）ま
で
も
が
江

戸
の
人
々
の
心
を
捉
え
、
流
行
が
加
熱
し
す
ぎ
た

た
め
に
、宮
古
路
節
の
禁
令
が
出
る
ほ
ど
で
し
た
。

常
磐
津
旗
揚
げ

　―
初
世
文
字
太
夫
の
功
績
―

　
豊
後
掾
と
と
も
に
江
戸
に
下
り
、
一
七
三
六
年

頃
か
ら
タ
テ
語
り
と
し
て
頭
角
を
現
し
た
の
が
宮

古
路
文
字
太
夫
、
の
ち
の
常
磐
津
文
字
太
夫
（
初

世
、
一
七
〇
九
―
八
一
）
で
す
。

　
京
都
寺
町
通
り
の
位
牌
屋
に
生
ま
れ
た
文
字

太
夫
は
、京
都
へ
帰
っ
た
師
を
離
れ
江
戸
に
残
り
、

や
が
て
新
た
な
活
動
を
始
め
る
決
意
を
固
め
ま

す
。京
都
を
意
味
す
る
宮
古
路
と
い
う
姓
を
改
め
、

延
享
四
年
（
一
七
四
七
）、
常
磐
津
節
を
旗
揚
げ

し
ま
し
た
。

　
文
字
太
夫
と
同
門
の
ラ
イ
バ
ル
が
し
の
ぎ
を
削

る
中
、
文
字
太
夫
は
継
続
的
に
江
戸
三
座
に
出
演

し
、
常
磐
津
と
い
う
新
し
い
看
板
を
、
江
戸
歌
舞

伎
と
の
関
わ
り
の
中
で
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
成
功

し
ま
す
。

　「
芝
居
の
所
作
　
出
語
り
と
い
へ
ば
　
い
つ
も

常
磐
津
文
字
太
夫
と
て
　
男
も
よ
く
声
も
よ
く

上
手
に
て
　
い
つ
も
其
狂
言
当
り
た
り
」（『
賎
の

を
だ
巻
』
一
八
〇
二
年
）。
つ
ま
り
、
ド
ラ
マ
の
主

題
歌
を
美
声
の
イ
ケ
メ
ン
歌
手
が
歌
う
と
ド
ラ
マ

が
大
ヒ
ッ
ト
す
る
、
と
い
う
昨
今
の
構
図
の
先
駆

者
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
初
世
文
字
太
夫
は
多
く
の
門
弟
を
育
て
、
次
の

世
代
か
ら
幕
末
へ
、
そ
し
て
近
現
代
へ
、
常
磐
津

と
い
う
看
板
と
芸
脈
を
伝
え
る
流
祖
と
し
て
、
多

大
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

常
磐
津
節
の
特
徴

―
初
世
文
字
太
夫
か
ら
継
承
さ
れ
た
も
の
―

　
初
世
文
字
太
夫
が
成
功
し
た
要
因
と
し
て
、
次

の
四
点
が
指
摘
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
点
は
、

後
世
の
担
い
手
た
ち
に
よ
っ
て
常
磐
津
節
の
あ
る

べ
き
姿
、
基
本
的
特
徴
と
し
て
大
切
に
継
承
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

１
　
し
っ
か
り
し
た
語
り
口

　「
ほ
り
出
し
の
大
吉
。
じ
や
う
ぶ
な
か
た
り
口
」

（
役
者
評
判
記
『
筆
顔
見
世
鸚
鵡
硯
』）
と
い
う
初

解
　
説　
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世
文
字
太
夫
に
対
す
る
当
時
の
評
価
は
、
浄
瑠
璃

語
り
の
重
要
な
資
質
と
い
え
ま
す
。
現
在
の
歌
舞

伎
の
出
語
り
で
も
必
要
な
要
件
で
す
。

２
　
豊
か
で
幅
広
い
表
現
力

　
初
世
文
字
太
夫
は
、
繊
細
な
表
現
を
得
意
と

し
た
一
中
節
・
宮
古
路
節
の
〈
柔
〉
の
長
所
を
生

か
し
な
が
ら
、
江
戸
の
豪
放
な
気
風
を
加
味
し
、

変
化
に
富
ん
だ
味
わ
い
深
い
語
り
口
と
節
付
け

を
工
夫
し
ま
し
た
。
壕
越
二
三
治
等
の
優
れ
た

作
詞
者
、
佐
々
木
市
蔵
・
岸
澤
古
式
部
と
い
う

作
曲
・
演
奏
に
秀
で
た
三
味
線
方
と
提
携
し
た

こ
と
も
、
表
現
力
と
音
楽
性
を
高
め
ま
し
た
。

３
　
演
目
内
容
の
多
様
性

　
前
述
の
よ
う
な
豊
か
な
表
現
力
を
生
か
し
、

時
代
も
の
か
ら
世
話
も
の
ま
で
、
江
戸
歌
舞
伎

の
様
々
な
趣
向
の
作
品
に
柔
軟
に
対
応
し
ま
し

た
。
宮
古
路
節
か
ら
の
継
承
曲
の
ほ
か
、
す
ぐ

れ
た
他
流
（
と
く
に
義
太
夫
節
）
の
曲
や
詞
章

も
借
用
し
、
独
自
の
稽
古
浄
瑠
璃
や
祝
儀
曲
も

多
数
発
表
し
て
、
演
目
の
幅
を
拡
大
し
ま
し
た
。

初
世
以
後
も
蓄
積
を
重
ね
、
古
風
な
語
り
も
の

を
は
じ
め
、
軽
妙
な
舞
踊
曲
、
繊
細
な
人
情
を

語
り
分
け
る
作
品
、
美
し
い
情
景
を
う
た
っ
た

曲
な
ど
、
多
彩
な
演
目
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
　
愛
好
者
の
育
成
や
伝
承
へ
の
尽
力

　
他
流
で
も
同
様
で
す
が
、江
戸
三
座
出
演
時
に
、

役
者
絵
を
扉
に
配
し
た
浄
瑠
璃
正
本
（
詞
章
本
）

を
刊
行
し
、観
客
や
幕
内
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

ま
た
、
次
々
に
作
ら
れ
た
劇
場
初
演
曲
の
多
く
を

稽
古
浄
瑠
璃
と
し
て
普
及
さ
せ
ま
し
た
。そ
の
際
、

役
者
の
セ
リ
フ
を
版
刻
し
た
浄
瑠
璃
稽
古
本
を
出

版
し
、
セ
リ
フ
と
浄
瑠
璃
を
あ
わ
せ
て
稽
古
す

る
こ
と
で
、
江
戸
歌
舞
伎
を
浄
瑠
璃
で
語
っ
て

演
じ
る
楽
し
み
を
広
げ
ま
し
た
。

時
代
と
作
品

　 

初
期 

　
初
世
文
字
太
夫
の
時
代
に
は
、
道

成
寺
道
行
の
《
駒
鳥
恋
の
関
札
》、
今
日
で
も
そ

の
改
作
が
上
演
さ
れ
る
舞
踊
劇
《
蜘
蛛
の
糸
》、

流
儀
で
も
っ
と
も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
祝
儀
曲

《
老
松
》
等
が
あ
り
ま
す
。

　 

中
期 

　
天
明
か
ら
寛
政
期
、
初
世
の
高
弟
の

兼
太
夫
（
の
ち
の
二
世
文
字
太
夫
、
一
七
三
一

―
九
九
）の
時
代
に
は
、《
関
の
扉
》《
古
山
姥
》《
戻

駕
》《
双
面
》
等
、
常
磐
津
節
を
代
表
す
る
華
や

か
な
大
作
が
多
数
作
ら
れ
ま
し
た
。

　 

後
期 

　
文
化
・
文
政
期
か
ら
幕
末
に
か
け

て
は
、
舞
踊
の
名
手
が
多
数
輩
出
し
、
商
人
・

芸
人
な
ど
日
常
的
人
物
と
歴
史
的
人
物
を
効
果

的
に
組
み
合
わ
せ
て
み
せ
る
舞
踊
曲
が
多
数
作

ら
れ
ま
し
た
（《
源
太
》《
景
清
》《
角
兵
衛
》《
粟

餅
》《
屋
敷
娘
》《
乗
合
船
》
等
）。
ま
た
、
古
い

物
語
や
文
学
・
伝
説
等
を
脚
色
し
た
長
編
の
作

品
と
し
て
、《
靱
猿
》《
宗
清
》《
将
門
》《
三
世
相
》

等
が
あ
り
ま
す
。《
娘
道
成
寺
》《
千
本
桜
》《
忠

臣
蔵
》
等
の
道
行
の
部
分
も
、
常
磐
津
で
上
演

さ
れ
る
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
中

心
的
な
人
物
は
、
四
世
文
字
太
夫
（
一
八
〇
四

―
六
二
）
と
五
世
岸
澤
式
佐
（
一
八
〇
六
―

六
六
）。
両
名
が
文
政
後
期
か
ら
幕
末
期
の
常
磐

津
曲
の
大
半
を
作
り
ま
し
た
。

　 

近
代 

　
明
治
以
降
の
名
作
は
《
釣
女
》《
戻

橋
》《
紅
葉
狩
》《
お
夏
》
等
。
一
時
家
元
を
継

い
だ
常
磐
津
林
中
ら
名
人
が
輩
出
し
、
歌
舞
伎

と
の
関
係
も
従
来
通
り
継
承
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
常
磐
津
か
ら
富
本
が
派
生
し
、
富
本

か
ら
分
派
し
て
清
元
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
江
戸

三
座
で
活
躍
し
た
こ
の
三
つ
を
豊
後
三
流
と
い

い
、
豊
後
系
浄
瑠
璃
、
豊
後
節
と
も
呼
び
ま
す
。

か
つ
て
上
方
で
伝
承
さ
れ
た
薗
八
節
（
宮
薗
節
）

や
、
江
戸
の
新
内
節
も
、
宮
古
路
節
系
統
の
浄

瑠
璃
（
豊
後
系
浄
瑠
璃
）
で
す
。

常
磐
津
の
現
在

　
江
戸
時
代
か
ら
現
在
ま
で
、
常
磐
津
と
岸
澤

の
両
家
元
が
、
流
儀
の
統
率
と
師
範
授
与
（
名

取
り
）
の
認
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
職
業
者
団
体
と
し
て
は
、
東
京
に
常
磐
津
協

会
、
大
阪
に
（
社
）関
西
常
磐
津
協
会
が
あ
り
、

定
期
演
奏
会
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
運
営
し
、
技

芸
の
発
展
や
社
会
的
貢
献
に
努
め
て
い
ま
す
。

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
常
磐
津
節
保
存
会
も
、
演
奏
会
や
講
習
会
を

主
催
し
て
い
ま
す
。

　
門
弟
の
養
成
や
師
範
授
与
（
名
取
り
）
は
、

師
弟
関
係
を
踏
ま
え
て
行
わ
れ
ま
す
が
、
歌
舞

伎
な
ど
舞
台
へ
出
演
す
る
際
は
、
タ
テ
を
つ
と

め
る
有
力
な
演
奏
者
が
そ
の
都
度
グ
ル
ー
プ

（
連
中
）
を
作
り
、
演
奏
表
現
を
含
め
た
統
率
力

を
発
揮
し
ま
す
。

竹
内
有
一

構
成
・
解
説

京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音

楽
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
。
日
本
音

楽
史
。
三
味
線
音
楽
や
そ
の
周
辺

文
化
を
軸
に
研
究
。
学
生
時
代
に

常
磐
津
清
若
太
夫
に
入
門
、
常
磐

津
若
音
太
夫
の
名
を
許
さ
れ
る
。
編

著
に
『
詞
章
本
の
世
界
─
近
世
の
う

た
本
・
浄
瑠
璃
本
の
出
版
事
情
』
な

ど
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《
子こ

宝だ
か
ら
三さ
ん
番ば

叟そ
う
》

　―
問
答
の
妙
と
四
季
を
古
色
で
味
わ
う
―

解
説

　
江
戸
歌
舞
伎
で
は
古
来
、
能
の
《
式
三
番
》
を

移
し
て
、
顔
見
世
興
行
や
こ
け
ら
落
と
し
で
上
演

す
る
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
儀
式
性
、
祝
儀

性
に
あ
や
か
ろ
う
と
し
た
の
で
し
ょ
う
。や
が
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
改
作
（
三
番
叟
も

の
）
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
能
《
式
三
番
》
は
、
千
歳
・
翁
・
三
番
叟
の

三
役
が
出
て
順
に
舞
う
も
の
で
す
。
そ
の
千
歳

と
三
番
叟
の
問
答
の
く
だ
り
を
、
本
曲
で
は
、

大
尽
と
太
郎
冠
者
に
よ
る
狂
言
風
に
仕
立
て
て

い
ま
す
。
前
半
は
十
二
人
の
名
付
け
問
答
の
お

か
し
み
（「
火
打
ち
袋
〜
」
は
子
供
が
腰
に
ま
と

わ
り
つ
く
様
子
）、
後
半
は
四
季
折
々
の
子
供
の

遊
び
を
綴
り
、
祝
言
で
結
び
ま
す
。

　
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
二
月
、
両
国
の
料

亭
万
八
楼
で
の
初
世
文
字
太
夫
追
善
・
二
世
文

字
太
夫
襲
名
披
露
時
の
上
演
記
録
（
東
京
芸
大

蔵
『
常
磐
種
』）
が
あ
り
、
こ
れ
が
初
演
と
さ
れ

ま
す
が
、
宝
暦
初
期
頃
ま
で
に
は
稽
古
本
が
出

版
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
初
世
文

字
太
夫
時
代
の
開
曲
と
思
わ
れ
ま
す
。
作
詞
者

は
不
詳
。
の
ち
に
振
り
付
け
さ
れ
、
舞
踊
曲
と

し
て
も
上
演
さ
れ
ま
す
。

詞
章

【
問
答
】
�
お
お
さ
え
お
お
さ
え 

喜
び
あ
り
や

喜
び
あ
り
や 

わ
が
喜
び
を
こ
の
所
よ
り
ほ
か
へ

は
　
や
ら
じ
と
思
う

「
ハ
ア
ハ
ハ 

ま
か
り
出
で
た
る
者
は 

八
幡
大
尽

で
す
　
太
郎
冠
者
あ
る
か
」

「
ハ
ア
御
前
に
」

「
念
の
う
早
か
っ
た
」

「
太
郎
冠
者
と
召
さ
る
る
ゆ
え
　
ず
い
ぶ
ん
物

に
心
得
　
ま
か
り
立
っ
て
候
」

「
太
郎
冠
者
に
尋
ね
た
き
事
あ
り 

身
は
福
人
と

見
え
候
か 

ま
た
徳
人
と
見
え
候
か
」

「
ド
リ
ャ
ド
リ
ャ
ハ
ア
　
頼
う
だ
る
方
は
　

あ
っ
ぱ
れ
福
人
と
見
請
け
候
」

「
ヤ
レ
ヤ
レ
目
利
き
か
な
目
利
き
か
な 

エ
エ
身

ど
も
こ
そ
福
者
に
て
あ
れ 

そ
の
中
に
も
子
福
者

に
て 

子
供
十
二
人
持
ち
候 

上
六
人
は
瑠
璃
の

よ
う
な
る
女
子
に
て 

下
六
人
は
玉
の
よ
う
な
る

男
子
々
に
て
候 

そ
の
十
二
人
の
子
供
ら
を
車
座

に
ぐ
る
り
っ
と
直
し
置
き
　
一
度
に
呼
ぶ
よ
う

に
名
を
付
け
候
」

「
げ
に
げ
に
め
で
た
き
御
こ
と
か
な
　
し
て
そ

の
御
名
は
何
と
御
付
け
候
ぞ
」

「
ま
つ 

お
つ 

と
り 

ち
が
い 

お
と
よ 

け
さ
よ 

た
つ
松 

い
る
松 

だ
ん
だ
ら 

い
な
ご
に 

か
い
つ

く 

ひ
っ
つ
く 

火
打
ち
袋
ぶ
ら
ぶ
ら
と 

付
け
て

あ
れ
」

「
さ
て
さ
て
珍
し
き
御
名
に
て
候
」

「
さ
れ
ば
こ
の
十
二
人
の
子
供
ら
が 

四
季
の
遊

び
の
お
も
し
ろ
さ
」

「
そ
れ
は
め
で
た
き
御
楽
し
み 

そ
の
若
子
た
ち

の
御
遊
び 

こ
こ
に
て
ま
な
び
御
見
せ
候
へ
」

「
な
か
な
か
易
き
御
こ
と
（
中
略
）
心
得
申
し
て

候
」 

（
※
次
頁
の
枠
内
へ
続
く
）

ABCDEFGH

演
奏
１　
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 【
前
弾
き
】 

ク
ゝ
リ 

 【
新
年
】 

平
家 

中
地 

 

�
さ
ほ
ひ
め
の
　
か
す
み
の
ど
か
に
明
そ
め
て
　
今
朝
し
ろ
／
＼

　 

ギ
ン
位 

ト
チ

　 

と
富
士
の
顔
　
う
つ
る
鏡
の
か
げ
そ
へ
て
　
ま
つ
と
た
け
と
の 

　 

ギ
ン
位 

ト
チ 

長
地

　 

ふ
た
ば
し
ら
　
賑
あ
ふ
　
は
る
の
お
さ
な
ご
と
　
門
に
や
り
羽
子

　 

ウ
キ
ヤ
ツ
シ

　 

す
め
る
代
に
　
か
ぜ
ふ
く
な
　
猶
ふ
く
な
　
き
ん
の
団
扇
で
お
ひ 

　 

一
中 

【
春
】

　 

ば
ね
せ
う
と
お
し
や
る
　
つ
く
や
手
ま
り
の
か
ぞ
へ
う
た
　
ひ
と
つ
と

　  

一
中 

　 

い
ひ
て
き
さ
ら
ぎ
の
　
た
ね
ま
く
小
田
の
か
み
ま
い
り
　
ふ
り
は

　 

入
ヲ
チ 

モ
ツ
レ

　 

け
髪
の
い
た
い
け
に
　
緋
む
く
は
つ
ば
き
　
し
ろ
む
く
は
　
梅
の
つ
ほ

　 

み
の
か
さ
ぐ
る
ま
　
く
ん
る
く
る
／
＼
め
ぐ
る
日
の
　
は
や
と
り
あ

　 

一
中 

【
夏
】 

ハ
コ
ビ

　 

わ
せ
　
ひ
な
あ
そ
び
　
い
も
せ
か
わ
ら
ぬ
　
も
ろ
し
ら
が 

い
た
ゝ
く

 

一
中
止

　 

の
き
に
菖
蒲
ふ
く

幟
兜
の
勇
ま
し
く 

し
ょ
う
ぶ
打
ち
合
う
な
り
ふ
り
の 

猛
き
は
尚
も
い
さ

ぎ
よ
く 

隙
ゆ
く
駒
の
竹
の
尾
に 

鞭
を
く
れ
な
い
手
綱
か
い
繰
り 

り
ん

り
ん
り
ん
（
中
略
）

【
秋
・
冬
／
段
切
れ
】 

�
そ
の
着
せ
綿
の
菊
が
さ
ね 

香
る
袖
垣
仲
も
よ
く

火
焚
け
祭
り
の
〈
引
取
〉
�
と
り
ど
り
に 

花
を
飾
り
し
〈
江
戸
サ
ハ
リ
〉
裲

襠
匂
う
　
う
ぶ
神
詣
で
黒
髪
に 

置
く
白
雪
の
降
れ
や
積
も
れ
や 

積
も
れ

や
降
れ
や 

招
く
や
年
の
貢
ぎ
物 

絶
え
ず
か
わ
ら
ぬ
わ
ら
ん
べ
の 

〈
ク
リ

上
〉
竹
馬
遊
び
の 

千
代
か
け
て 

千
代
に
八
千
代
に
さ
ざ
れ
石
の 

動
か
ぬ

御
代
こ
そ 
め
で
た
け
れ

図
版
出
典

　
柳
糸
亭
三
楽
（
初
世
岸
澤
三
蔵
）
著

　『
老
の
戯た

は
ご
と言
』

　
私
家
版
、
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
刊

JKL
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《
戻
も
ど
り 

橋ば
し
》

　―
物
語
の
展
開
と
表
現
の
魅
力
―

解
説

　
悪
鬼
が
人
を
浚
う
と
い
う
噂
で
人
の
往
来
が
な

い
洛
中
の
夜
。
渡
辺
綱（
九
五
三
―
一
〇
二
五
）は
、

主
君
源
頼
光
の
恋
の
相
手
へ
の
使
い
か
ら
帰
る
夜

道
、
一
条
戻
橋
あ
た
り
で
、
美
し
い
女
に
出
会
い

ま
す
。
川
面
に
映
っ
た
女
の
姿
に
不
審
を
抱
き
つ

つ
、
素
知
ら
ぬ
ふ
り
で
同
行
。
女
は
綱
へ
の
思
い

を
語
っ
て
油
断
を
誘
い
ま
す
。
さ
て
ど
ん
な
結
末

が
待
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
一
六
八
一
年
頃
成
立
の
軍
記
『
前
太
平
記
』
巻

一
七
に
あ
る
説
話
を
河
竹
黙
阿
弥
が
脚
色
、
明
治

二
二
年
（
一
八
八
九
）
に
日
本
演
劇
協
会
で
の
素

浄
瑠
璃
と
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
作
曲
は
六
世
岸

澤
式
佐
。
翌
年
、
歌
舞
伎
座
で
五
世
尾
上
菊
五
郎

（
小
百
合
実
は
鬼
女
）、
市
川
左
団
次
（
綱
）
が
初

演
。
再
演
時
の
本
名
題
は
《
戻
橋
恋
の
角
文
字
》。

尾
上
家
の
「
新
古
演
劇
十
種
」
の
一
つ
と
な
り
、

先
に
作
ら
れ
た
長
唄
舞
踊
《
茨
木
》
は
本
曲
の
後

日
譚
で
す
。

詞
章

【
置
き
】

�

そ
れ
普
天
の
下
　
率
そ
っ
と

土
の
浜ひ
ん

　
王
土
に
あ
ら

ぬ
所
な
き
に
　
何
処
に
妖
魔
の
住
み
け
る
か

　
睦
月
の
頃
よ
り
洛
中
へ
　
悪
鬼
顕
わ
れ
人
を

取
り
　
夜
は
往
来
の
人
も
な
し
（
中
略
）

【
綱
の
出
端
】

�

今
日
し
も
渡
辺
源
次
綱 

使
い
に
立
ち
し
帰
り

道
　
�

卯
の
花
咲
い
て
白
々
と
　
月
照
り
渡

る
堀
川
の
早
瀬
の
流
れ
落
ち
合
う
て
　
水
音

凄
き 

ヒ
ロ
イ 

戻
橋

綱
「
武
威
逞
し
き
我
が
君
も
　
恋
は
心
の
外
に
し

て
　
か
ね
が
ね
語
ら
い
給
い
た
る
維こ
れ
な
か仲

卿き
ょ
うの

姫

君
へ
　
密
々
の
仰
せ
蒙
り
て
　
路
次
の
用
意
に

御
秘
蔵
の
　
髭
切
の
太
刀
賜
わ
り
し
は
　
武

門
の
誉
れ
身
の
面
目
　
片
時
も
早
く
立
ち
帰

り
　
彼
の
御
方
の
御
返
事
を
　
我
が
君
へ
申

し
上
げ
ん
」

�

夜
更
け
ぬ
内
と
主
従
が 

行
か
ん
と
な
せ
し
後

よ
り 

一
吹
き
落
と
す
青
嵐
に 

岸
の
柳
の
騒
が

し
く 

心
な
ら
ね
ば
振
り
返
り

綱
「
ハ
テ
心
得
ぬ 

妖
怪
出
づ
る
取
沙
汰
に 

夜
に

入
り
て
は
表
を
閉
ざ
し 

男
子
す
ら
通
行
せ
ぬ

に 

女
子
の
来
た
る
は
訝
し
し
」

�

さ
て
は
我
ら
を
脅
さ
ん
と
　
姿
を
か
え
て
妖

怪
が
　
こ
こ
へ
来
た
る
と
覚
え
た
り
　
幸
い
な

る
か
な
討
ち
取
っ
て
　

綱
「
君
へ
土
産
に
参
ら
せ
ん
」

�

二
人
の
者
に
打
ち
囁
き
　
�

機
密
を
授
け
　

ト
マ
リ 

退
け
て

綱
「
お
の
れ
妖
怪
　
御ご
さ
ん参
な
れ
」

�

太
刀
引
き
そ
ば
め
仄
暗
き
　
木
下
蔭
へ
ぞ
　

ト
マ
リ 

入
り
に
け
る

【
女
の
出
端
】

�

ま
た
叢
立
ち
し
雨
雲
の 
影
洩
る
月
を
よ
す
が

に
て
（
三
下
り
）
�

辿
る
大
路
に
人
影
も 

灯

影
も
見
え
ず
我
が
影
も 

も
し
や
人
か
と
驚
き

て 

被
衣
に
身
を
ば
忍
ぶ
摺
り 

狭
布
の
細
布
な

ら
ず
し
て 

女
子
心
に
胸
あ
わ
ず 

思
い
悩
み
て

来
た
り
け
る
（
中
略
）

�

綱
は
小
蔭
を
立
ち
出
で
て

綱
「
女
性
は
い
ず
れ
へ
参
ら
れ
る
ぞ
」

女
「
わ
ら
わ
は
一
条
の
大
宮
よ
り 

五
条
の
わ
た

り
へ
参
り
ま
す
る
が 

只
一
人
ゆ
え
夜
道
が
怖

く 

こ
こ
に
佇
み
居
り
ま
し
た
」

綱
「
怖
い
と
申
す
は
も
っ
と
も
な
り
　
五
条
の
わ

た
り
へ
参
る
と
あ
ら
ば
　
そ
れ
が
し
送
っ
て
遣

わ
そ
う
」

女
「
御
こ
と
ば
に
従
い
ま
す
れ
ば
　
お
伴
い
下
さ

り
ま
せ
」

�

折
か
ら
空
の
雲
吹
晴
れ
て
　
月
の
光
に
　
見

か
わ
す
顔
　

綱
「
ハ
テ
　
あ
で
や
か
な
」

�

水
に
う
つ
り
し
　
影
を
見
て

綱
「
ヤ
ヤ
　
今
水
中
に
う
つ
り
し
影
は
」

女
「
エ
エ
」

綱
「
夜
更
け
ぬ
う
ち
に
　
イ
ザ
疾
く
疾
く
」

【
道
行
】

�

西
へ
廻
り
し
月
の
輪
に 

遠
く
望
め
ば
愛
宕
山 

北
野
は
近
く
清
滝
の
　
�
森
を
越
え
来
る
ほ
と

と
ぎ
す
　
初
音
床
し
く
振
り
返
り 

見
上
ぐ
る

顔
に 

ア
タ
リ 

は
ら
は
ら
と 

樹
々
の
雫
も
雲
運

ぶ 

雨
か
と
し
ば
し 

ト
マ
リ 

立
ち
休
ら
い
（
中

略
）

綱
「
都
人
と
は
言
い
な
が
ら 

い
と
も
優
し
き
な

り
風
俗 

御
身
が
父
は
何
人
な
る
ぞ
」

女
「
父
は
五
条
の
扇
折
　
舞
を
好
み
て
舞
い
し
ゆ

え
　
わ
ら
わ
も
幼
き
頃
よ
り
し
て
　
教
え
を

受
け
し
が
身
の
徳
に
　
こ
の
程
ま
で
も
あ
る
御

所
に 

お
宮
仕
え
を
い
た
し
ま
し
た
（
中
略
） 

定

演
奏
２　
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め
て
あ
な
た
は
奥
様
を
お
持
ち
な
さ
れ
て
で
　

ご
ざ
り
ま
し
ょ
う
な
」

【
ク
ド
キ
】

�

お
情
深
き
お
心
に 

今
宵
ま
み
え
し 

わ
ら

わ
さ
え 

縁
を
結
ぶ
露
も
が
な
　
思
う
恋
路

の 

オ
ト
シ 

初
蛍
（
中
略
）　
袖
も
濡
れ
に
し 

ト
マ
リ 

こ
と
な
ら
ん

綱
「
そ
れ
は
御
身
の
思
い
違
い
　
か
か
る
名
も
な

き
田
舎
武
士
　
誰
が
思
い
を
掛
け
よ
う
ぞ
」

女
「
い
え
い
え
立
派
な
お
名
ゆ
え
に
」

綱
「
な
に
　
立
派
な
名
と
は
」

女
「
当
時
内
裏
を
警
衛
に
　
都
へ
登
り
し
源
の
頼

光
朝
臣
の
御
内
に
て
　
渡
辺
源
次
綱
殿
ゆ
え
」

綱
「
ヤ
　
い
か
が
い
た
し
て
そ
の
名
を
ば
」

女
「
恋
し
く
思
う
殿
御
ゆ
え
　
疾
く
よ
り
存
じ

て
お
り
ま
す
る
」

綱
「
恋
し
く
思
う
と
言
う
は
偽
り
　
御
身
が
我
が

名
を
存
ぜ
し
は
　
妖
魔
の
術
で
あ
ろ
う
が
な
」

�

星
を
指
さ
れ
て
打
ち
驚
き
（
中
略
）

綱
「
汝
は
心
付
か
ざ
り
し
が 

月
の
光
に
映
り
た

る 

影
は
怪
し
き
鬼
形
な
り
し
ぞ
」

女
「
ヤ
ア
」

綱
「
そ
の
本
性
を
顕
わ
せ
よ
」

【
見
顕
し
】

�

言
う
に
妖
女
も
た
ち
ま
ち
に
　
忿ふ
ん

怒ぬ

の
相
を

顕
わ
せ
ば
�
後
に
窺
う
郎
党
が
　
観
念
せ
よ

と
組
み
付
く
を
　
こ
と
と
も
な
さ
ず
振
り
払
い 

�

我
は
愛
宕
の
山
奥
に
　
幾
年
住
み
て
天
然
と

業
通
得
た
る
悪
鬼
な
り
　

�

車
輪
の
如
き
目
を
見
開
き 

炎
を
吐
き
し
有
り

さ
ま
は 

身
の
毛
も
よ
だ
つ

　
ト
マ
リ 

ば
か
り
な
り

綱
「
さ
て
こ
そ
悪
鬼
で
　
あ
り
し
よ
な
」

女
「
イ
デ
こ
の
上
は
汝
を
ば
　
我
が
隠
れ
家
へ
　

連
れ
行
か
ん
」

綱
「
小
癩
な
こ
と
を
」

【
段
切
れ
（
対
決
）】

�

引
っ
立
て
行
か
ん
と
立
ち
掛
か
れ
ば 

綱
は
生
け

捕
り
く
れ
ん
ず
と 

勇
力
ふ
る
う
時
し
も
あ
れ

�
一
天
俄
に
掻
き
曇
り 

震
動
な
し
て
四
方
よ
り 

黒
雲
覆
い
重
な
り
て 

綱
が
襟
髪
む
ん
ず
と
つ
か

み 

�

砂
石
を
飛
ば
す
暴
風
に 

連
れ
て
虚
空
へ
引
き

上
ぐ
れ
ば 

�

髭
切
の
太
刀 

抜
き
放
し 

鬼
の

腕
を
斬
り
払
い 

ど
う
と
落
ち
た
る
北
野
の
廻

廊 

�

悪
鬼
は
叢
が
る
雲
隠
れ 

光
を
放
ち
て

　
失
せ
に
け
り

歌
舞
伎
舞
踊
曲
の
一
般
的
な
構
成

文
献

竹
内
有
一
「『
老
の
戯
言
』
の
所
収
曲
を
め
ぐ
っ

て
」『
楽
劇
学
』
第
七
号
、
二
〇
〇
〇
年

竹
内
有
一
「
初
世
文
字
太
夫
正
本
の
刊
行
と
曲

節
譜
」『
日
本
伝
統
音
楽
研
究
』
第
三
号
、

二
〇
〇
六
年

竹
内
有
一
「
豊
後
三
流
の
曲
節
譜
（
一
）
―
研

究
の
序
説
と
資
料
―
」『
日
本
伝
統
音
楽
研

究
』
第
二
号
、
二
〇
〇
五
年

竹
内
有
一
「
ぶ
た
い
：
幕
内
か
ら
見
る
関
西

の
江
戸
音
曲
」『
楽
劇
学
』
第
一
五
号
、

二
〇
〇
八
年

竹
内
有
一
「
劇
場
空
間
」『
日
本
の
伝
統
音
楽
を

伝
え
る
価
値
』
二
〇
〇
八
年
、
京
都
市
立
芸

術
大
学

竹
内
有
一
編
『
詞
章
本
の
世
界
』
二
〇
〇
八
年
、

京
都
市
立
芸
術
大
学

竹
内
道
敬
「
常
磐
津
節
」『
日
本
音
楽
大
事
典
』

一
九
八
九
年
、
平
凡
社

安
田
文
吉
『
常
磐
津
節
の
基
礎
的
研
究
』

一
九
九
二
年
、
和
泉
書
院

平
野
英
俊
・
鈴
木
英
一
編
『
日
本
舞
踊
曲
集
成

　
歌
舞
伎
舞
踊
編
』
二
〇
〇
四
年
、
演
劇
出

版
社

常
磐
津
一
巴
太
夫
『
歌
舞
伎
一
期
一
会
』

二
〇
〇
九
年
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版

１ 

前
弾
き                    

  

置
　
き  

時
間
と
場
の
説
明
・
雰
囲

 
 

気
作
り           

２ 
出
端（
道
行
） 

人
物
の
登
場
と
説
明 

３ 
ク
ド
キ 

主
役
の
一
人
語
り
に
よ
る

 
 

感
情
表
現 

 

物
　
語  
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
借
用
し
た

 
 

感
情
表
現
な
ど

４ 

踊
り
地 

流
れ
を
転
じ
派
手
な
芸

 
 

尽
し
、
結
末
の
伏
線
等 

５ 

段
切
れ 

見
顕
し
・
対
決
・
結
末
・

 

（
チ
ラ
シ
） 

祝
言
な
ど  
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資

　料

常
磐
津 

一
巴
太
夫
　
経
歴

昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）
京
都
・
祇
園
で
生
ま
れ
る

昭
和
11
年
（
１
９
３
６
）
観
世
流
・
謡
曲
仕
舞
を
始
め

る
、
昭
和
18
年
（
１
９
４
３
）
ま
で

昭
和
18
年
（
１
９
４
３
）
烏
丸
商
業
学
校
入
学

昭
和
19
年
（
１
９
４
４
）
青
吟
歌
舞
伎
研
究
会
に
て

「
神
豊
矢
口
渡
し
」
「
鈴
ヶ
森
」
を
演
じ
る

 

以
下
毎
年
「
伊
勢
音
頭
恋
寝
刃
」
「
仮
名
手
本
忠

臣
蔵
七
段
目
」
「
夏
祭
浪
花
鑑
」
を
昭
和
22
年

（
１
９
４
７
）
ま
で
演
じ
る
。

昭
和
23
年
（
１
０
４
８
）
河
北
印
刷
株
式
会
社
に
入

社
、
５
月
常
磐
津
文
字
一
朗
師
に
入
門

昭
和
26
年
（
１
９
５
１
）
京
都
に
稽
古
場
が
出
来
る

昭
和
27
年
（
１
９
５
２
）
名
取
式
　
一
巴
太
夫
に
な
る

昭
和
29
年
（
１
９
５
４
）
９
月
河
北
印
刷
株
式
会
社
退

社

11
月
大
阪
中
座
「
寿
靱
猿
」
歌
舞
伎
初
舞
台

昭
和
36
年
（
１
９
６
１
）
師
籍
10
周
年
記
念
公
演
（
祇

園
会
館
）
第
１
回
一
門
公
演

昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）
第
２
回
一
門
公
演
（
シ
ル
ク

ホ
ー
ル
）

昭
和
42
年
（
１
９
６
７
）
大
阪
朝
日
座
「
身
替
座
禅
」

「
四
谷
怪
談
」
初
の
タ
テ
語
り

昭
和
46
年
（
１
９
７
１
）
師
籍
20
周
年
記
念
公
演
（
京

都
府
立
文
化
芸
術
会
館
）
第
３
回
一
門
公
演

大
阪
に
稽
古
場
が
出
来
る

昭
和
47
年
（
１
９
７
２
）
名
古
屋
に
稽
古
場
が
出
来
る

昭
和
48
年
（
１
９
７
３
）
第
２
回
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
賞

受
賞

昭
和
51
年
（
１
９
７
６
）
第
４
回
一
門
公
演
（
京
都
府

立
文
化
芸
術
会
館
）

昭
和
53
年
（
１
９
７
８
）
東
京
歌
舞
伎
座
「
廓
文
章
」

に
出
演
　
東
京
に
稽
古
場
が
出
来
る

昭
和
56
年
（
１
９
８
１
）
常
磐
津
節
　
重
要
無
形
文
化

財
総
合
指
定
、
常
磐
津
節
保
存
会
会
員
と
な
る

第
５
回
一
門
公
演
（
京
都
府
立
文
化
芸
術
会
館
）

昭
和
58
年
（
１
０
８
３
）
名
古
屋
10
周
年
記
念
公
演

（
愛
知
県
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
講
堂
）

 

イ
タ
リ
ア
公
演

昭
和
61
年
（
１
９
８
６
）
第
６
回
一
門
公
演
（
京
都
府

立
文
化
芸
術
会
館
）

平
成
３
年
（
１
９
９
１
）
松
尾
芸
能
賞
受
賞
　

 

常
磐
津
一
巴
太
夫
の
会
　
第
７
回
一
門
公
演
（
国

立
文
楽
劇
場
）

平
成
４
年
（
１
９
９
２
）
第
１
回
三
世
相
錦
繍
文
章
リ

サ
イ
タ
ル
（
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
）
、

 

大
阪
府
民
劇
場
賞
受
賞

平
成
６
年
（
１
９
９
４
）
第
２
回
三
世
相
錦
繍
文
章
リ

サ
イ
タ
ル
（
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
）

平
成
７
年
（
１
９
９
５
）
重
要
無
形
文
化
財
常
磐
津
節

浄
瑠
璃
保
存
者
（
人
間
国
宝
）
認
定
、

 

京
都
府
文
化
賞
功
労
賞
受
賞
、
滋
賀
県
文
化
賞
受

賞
、
大
津
市
文
化
特
別
賞
受
賞

平
成
８
年
（
１
９
９
６
）
第
３
回
三
世
相
錦
繍
文
章
リ

サ
イ
タ
ル
（
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル
）

平
成
９
年
（
１
９
９
７
）
常
磐
津
一
巴
太
夫
の
会
　
第

８
回
一
門
公
演
（
国
立
文
楽
劇
場
）

平
成
10
年
（
１
９
９
８
）
第
４
回
三
世
相
錦
繍
文
章
リ

サ
イ
タ
ル
（
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル
）

平
成
11
年
（
１
９
９
９
）
京
都
市
文
化
功
労
者
の
指
定

を
受
け
る

平
成
12
年
（
２
０
０
０
）
第
５
回
三
世
相
錦
繍
文
章
リ

サ
イ
タ
ル
（
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル
）

 

勲
四
等
旭
日
小
授
賞
の
叙
勲
を
受
け
る

昭
和
14
年
（
２
０
０
２
）
常
磐
津
一
巴
太
夫
の
会
　
第

９
回
一
門
公
演
（
国
立
文
楽
劇
場
）

昭
和
15
年
（
２
０
０
３
）
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞
　

平
成
15
年
度
（
第
58
回
）
芸
術
祭
レ
コ
ー
ド
部
門

芸
術
祭
大
賞
受
賞

昭
和
16
年
（
２
０
０
４
）
芸
術
祭
レ
コ
ー
ド
部
門
大
賞

受
賞
記
念
　
人
間
国
宝
常
磐
津
一
巴
太
夫
の
会

（
紀
尾
井
ホ
ー
ル
）

昭
和
17
年
（
２
０
０
５
）
世
界
文
化
大
賞
受
賞

平
成
19
年
（
２
０
０
７
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
公
演
　
歌
舞

伎
パ
リ
オ
ペ
ラ
座
公
演

平
成
21
年
（
２
０
０
９
）
常
磐
津
一
巴
太
夫
の
会 

第
10

回
一
門
公
演
（
国
立
文
学
劇
場
）

平
成
22
年
（
２
０
１
０
）
古
典
芸
能
を
楽
し
む
会
　
第

１
回
一
期
一
会
常
磐
津
の
魅
力
（
対
談
と
演
奏
）

大
阪
歴
史
博
物
館

常
磐
津
節
の
伝
承
と
魅
力

出
演
者
紹
介

上
演
の
記
録　

昭
和
二
十
三
年
、
常
磐
津
文
字
一
朗
に
入
門
。

昭
和
二
十
七
年
、
常
磐
津
一
巴
太
夫
を
許
さ
れ

る
。
京
都
府
文
化
功
労
賞
。
滋
賀
県
文
化
賞
。

大
津
市
文
化
特
別
賞
等
。
社
団
法
人
関
西
常

磐
津
協
会
理
事
長
。

同
志
社
大
学
文
学
部
在
学
中
よ
り
武
智
鉄
二
氏

に
師
事
し
、
の
ち
、
京
都
観
世
会
館
事
務
局
長
、

大
阪
学
院
大
学
国
際
学
部
を
経
て
現
在
は
演
劇

評
論
等
に
幅
広
く
活
躍
。
著
作
に
『
近
代
歌
舞

伎
劇
評
家
論
』『
能
楽
手
帳
』
等
多
数
。
京
都

和
文
華
の
会
顧
問
。

常と
き
わ磐
津づ 

一い
ち

巴は

太だ

夫ゆ
う

　
　
　
　
　 （
人
間
国
宝
）

権
藤
　
芳
一

竹
内
　
有
一

鼎
談
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上
演
の
記
録　

　
第
１
回
（
地
歌
）

○
タ
イ
ト
ル
　

　
日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る
　

　
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
１

　「
地
歌
は
お
も
し
ろ
い
」　

○
開
催
日
時

　
平
成
18
年
５
月
18
日
（
火
）　
午
後
６
時
半

○
出
　
演
　

　
　
演
　
奏

　
　
　 

菊
原
光
治
　

　
　
　
助
演
　
菊
央
雄
司
　
菊
萌
文
子

　
　
構
成
・
解
説

　
　
　
久
保
田
敏
子
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
セ
ン
タ
ー
教
授
）

　
　
総
合
司
会

　
　
　
笠
谷
和
比
古
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

　
第
２
回
（
謡
曲
）

○
タ
イ
ト
ル

　
日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る

　
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ・２

　「
謡
曲
は
お
も
し
ろ
い
」

○
開
催
日
時

　
平
成
19
年
５
月
10
日
（
木
）
午
後
６
時
半 

○
出
　
演

　
演
　
奏

　
　
金
剛
流
　
金
剛
永
謹

　
　
　
　
　（
助
吟
）
豊
島
晃
嗣
　
宇
高
竜
成 

　
　
観
世
流
　
井
上
裕
久

　
　
　
　
　（
助
吟
）
吉
浪
寿
晃
　
浦
部
幸
裕 

　
構
成
・
解
説

　
　
権
藤
芳
一
（
演
劇
評
論
家
）

　
司
　
会

　
　
南
端
玲
子

　
第
３
回
（
琵
琶
楽
）

○
タ
イ
ト
ル

　
日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る

　
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ・３

　「
琵
琶
楽
は
お
も
し
ろ
い
」

○
開
催
日
時

　
平
成
19
年
11
月
29
日
（
木
）
午
後
６
時
半 

○
出
　
演

　
演   

奏

　
　
永
田
法
順
（ 

日
向
盲
僧
琵
琶
、
浄
満
寺
住
職
、
宮
崎
県

無
形
文
化
財
）

　
　
田
中
旭
泉
（
筑
前
琵
琶
日
本
橘
会
）

　
　
須
田
誠
舟
（ 

薩
摩
琵
琶
正
派
　
日
本
琵
琶
楽
協
会
理
事
長
）

　
構
成
・
解
説

　
　
山
川
直
治
（ 

国
立
劇
場
調
査
養
成
部
主
席
芸
能
調
査
役
）

　
司
　
会

　
　
南
端
玲
子

　
第
４
回
（
歌
舞
伎
の
下
座
音
楽
）

○
タ
イ
ト
ル

　
日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る

　
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ・４

　「
歌
舞
伎
の
下
座
音
楽
は
お
も
し
ろ
い
」

○
開
催
日
時

　
平
成
20
年
８
月
19
日
（
火
）
午
後
６
時
半 

○
出
　
演

　
演
　
奏

　
　
中
村
壽
慶
（ 
鳴
物
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　
　
藤
舎
悦
芳
（
鳴
物
）

　
　
藤
舎
華
生
（
笛
方
）

　
　
杵
屋
浩
基
（
三
味
線
）

　
　
今
藤
敏
之
（
三
味
線
）

　
特
別
出
演

　
　
中
村
壱
太
郎
（
歌
舞
伎
役
者
）

　
構
成
・
解
説

　
　
赤
間
　
亮
（
立
命
館
大
学
教
授
）

　
司
　
会

　
　
南
端
玲
子

第
５
回
（
文
楽
　
義
太
夫
節
）

○
タ
イ
ト
ル

　
日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る

　
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ・５

　「
文
楽	

義
太
夫
節
は
お
も
し
ろ
い
」

○
開
催
日
時

　
平
成
21
年
８
月
18
日
（
火
）
午
後
６
時
半 

○
出
　
演

　
演
　
奏

　
　
豊
竹
嶋
大
夫
（
文
楽
　
大
夫
）

　
　
豊
澤
富
助
（
文
楽
三
味
線
）

　
構
成
・
解
説

　
　
後
藤
静
夫
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
セ
ン
タ
ー
教
授
）

　
司
　
会

　
　
南
端
玲
子

　
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る

　
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
放
映

「
地
歌
は
お
も
し
ろ
い
」	

放
送
／
平
成
22
年
11
月
　

「
謡
曲
は
お
も
し
ろ
い
」	

放
送
／
平
成
22
年
12
月
　

「
琵
琶
楽
は
お
も
し
ろ
い
」	

放
送
／
平
成
23
年
1
月
　

※
引
き
続
い
て
「
文
楽 

義
太
夫
節
は
お
も
し
ろ
い
」

が
放
送
予
定
。

CS
ス
カ
パ
ー
！
325	

ch
「
歌
舞
伎
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

※
詳
細
は
歌
舞
伎
チ
ャ
ン
ネ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（http://w
w

w
.kabuki-ch.co.jp

）
参
照

※
視
聴
等
の
お
問
い
合
せ
は

　
ス
カ
パ
ー
！
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎0570-039-888

又
は045-287-7777

へ

会
場
／

第
１
〜
４
回 
府
民
ホ
ー
ル
ア
ル
テ
ィ

第
５
回
は
京
都
府
立
文
化
芸
術
会
館

　
　
主
催
者
な
ど
は
今
回
と
同
じ
。

　
　
肩
書
等
は
上
演
当
時
の
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）
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〈京都和文華の会について〉

　本会は、広く市民を対象にして、京都を基盤

とする日本の伝統文化を紹介する場を設け、そ

の情報を発信することにより、わが国固有の文

化に対する理解を深め、伝統文化の振興と発展

を図り、もって世界の多様な文化を受容できる

精神的な土壌の育成に努めることを目的とし

て、次の活動、事業を行っていきます。

・ 京都の文化にかかわる芸術、芸能、学術、生活

文化等の振興を図る活動

・ 若い人たちに日本の文化を伝える活動

・ 伝統芸術、芸能の普及振興のための事業

・日本文化伝承のための事業

・ その他、本会の目的を達成するための事業

（定款より）

京都和文華の会
〒611- 0033

宇治市大久保町上ノ山 51-35

TEL／FAX　0774-43-7577

　
主　　催 京都和文華の会
共　　催 真如苑
協　　力 立命館大学アート・リサーチセンター
 社団法人　京都デザイン協会
 ＮＰＯ法人　京都文化企画室
 ＮＰＯ法人　檜の会

 図版（表紙・チラシ）提供：常磐津都㐂蔵
　企画制作 京都和文華の会
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